
 

令和 5 年度 東区地域包括ケア推進会議 
            

日時：令和 5 年 11 月 27 日（月）19：00～20：0０ 

場所：東区保健福祉センター講堂 

 

１ 開会あいさつ 

２ 委員紹介 

３ 議題 

１）東区概況 

（１）統計報告         

（２）相談状況    

（３）介護予防、認知症関連事業                 

２）地域ケア会議 

（１）個別支援会議                          

（２）高齢者地域支援会議等    

   参考：東区事業所ネットワーク、ブロック支援病院                               

（３）圏域連携会議、高齢者地域支援会議（いきいきセンターふくおか主催） 

（４）専門部会                              

３）意見交換 

4 閉会 
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役職名 機関・団体名 氏　名
※敬称略

所属等 備考

委員 福岡市東区医師会 菊川　浩徳 きくかわ眼科 会長

委員 東区病院代表 山下　和海 原土井病院

委員 東区認知症サポート医 松井　隆明 三善病院

委員 東区歯科医師会 中田　宏 中田歯科医院

委員 東区薬剤師会 原口　恵子 瑠璃薬局

委員 福岡県看護協会１地区支部 山本　美子 千早病院 新任

委員 東区訪問看護ステーション連絡協議会 岩川　圭子 貝塚病院訪問看護ステーション

委員 東区医療ソーシャルワーカー 小畠　智樹 香椎丘リハビリテーション病院

委員 東区介護支援専門員連絡会 山下　直樹 ケアプランセンターさんすまいる唐原

委員 福岡市老人福祉施設協議会 泉本　隆周 光薫福祉会光薫寺ビハーラ

委員 東区自治組織会長会 馬場　公司 東区自治組織会長会 副会長

委員 東区ねんりんクラブ連合会 藤原　俊廣 東区ねんりんクラブ連合会

委員 東区民生委員児童委員協議会 田中　香代子 東区民生委員・児童委員協議会 新任

委員 東区校区社会福祉協議会会長会 御厨　敬子 東区校区社会福祉協議会会長会 新任

委員 東区衛生連合会 齊藤　桂子 東区衛生連合会

委員 東区公民館館長会 井上　準之助 西戸崎公民館   

委員 福岡県弁護士会 武　寛兼 あおぞら法律事務所

委員 福岡県司法書士会 吉田　昭夫 吉田司法書士事務所

委員 認知症の人と家族の会 内田　秀俊 認知症の人と家族の会福岡県支部

委員 東警察署 平野　大紀 東警察署生活安全課 新任

委員 東消防署 尾﨑　貴郎 東消防署 新任

委員 東区保健福祉センター 金子　孝之 東区保健福祉センター 新任

その他

役職名 氏　名

東区社会福祉協議会 福富　佳彦

事務局

役職名 氏　名

東区地域保健福祉課長 平山　くみ子

東区健康課長 大脇　五鈴

東区福祉・介護保険課長 江口　千里

東区地域保健福祉課　地域包括ケア推進係長 髙村　美穂

東区地域保健福祉課　権利擁護等担当主査 浦上　卓也

東区地域保健福祉課　地域福祉ネットワーク担当主査 佐藤　佳代子

東区地域保健福祉課　地域保健福祉第１係長 山田　陽子

東区地域保健福祉課　地域包括ケア推進係 品川　瑞枝

東区地域保健福祉課　地域包括ケア推進係 大塚　いづみ

令和5年度　東区地域包括ケア推進会議委員名簿



1) 東区概況 (1)統計報告

①区別高齢者人口 （令和5年9月末現在）

福岡市 東　区 博多区 中央区 南　区 城南区 早良区 西　区

総人口(A) 1,591,367 324,959 241,754 199,376 267,539 126,357 222,479 208,903

65歳以上(B) 354,199 72,791 43,458 38,022 62,234 32,462 54,753 50,479

総人口に対する
割合　(B)／(A)

22.3% 22.4% 18.0% 19.1% 23.3% 25.7% 24.6% 24.2%

75歳以上(C) 182,709 37,462 22,130 19,143 32,333 16,945 27,990 26,706

総人口に対する
割合　(C)／(A)

11.5% 11.5% 9.2% 9.6% 12.1% 13.4% 12.6% 12.8%

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）による。

②平成22年から令和2年の10年間の高齢夫婦、単身世帯数増加数

※国勢調査を基に作成。

③要介護認定者・要支援認定者数（実人数・令和5年9月末現在） ※上段は割合　(四捨五入にて処理)
区分 全　市 東 博多 中央 南 城南 早良 西

19.5% 19.1% 17.8% 22.3% 20.1% 21.6% 18.6% 18.6%
14,043 2,791 1,639 1,589 2,597 1,478 2,025 1,924

14.1% 15.2% 14.4% 13.8% 14.2% 13.1% 13.5% 13.5%
10,116 2,213 1,327 985 1,828 898 1,474 1,391

20.6% 20.4% 20.2% 20.4% 20.7% 21.4% 20.5% 20.5%
14,776 2,974 1,860 1,449 2,673 1,458 2,237 2,125

15.1% 15.3% 15.9% 13.6% 15.3% 14.3% 15.2% 15.5%
10,871 2,235 1,463 964 1,973 977 1,661 1,598

12.1% 11.9% 11.9% 11.5% 12.1% 11.7% 12.7% 12.3%
8,668 1,739 1,095 819 1,557 801 1,385 1,272

11.0% 10.5% 11.8% 11.1% 10.5% 10.4% 11.5% 11.4%
7,910 1,534 1,087 793 1,359 711 1,250 1,176

7.6% 7.5% 7.8% 7.2% 7.1% 7.4% 8.0% 8.3%
5,473 1,095 719 514 914 506 869 856

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
71,857 14,581 9,190 7,113 12,901 6,829 10,901 10,342

要介護５

3 議題

要
介
護
度
別
内
訳

合　　 計

要支援1

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

人数
増加数
　/倍率

人数
増加数
　/倍率

人数
増加数
　/倍率

人数
増加数
　/倍率

人数
増加数
　/倍率

人数
増加数
　/倍率

人数
増加数
　/倍率

H22 17,698 5,936 9,176 2,450 9,117 2,275 16,328 3,782 8,375 2,309 13,454 4,538 12,303 4,177

R2 23,634 1.3倍 11,626 1.3倍 11,392 1.2倍 20,110 1.2倍 10,684 1.3倍 17,992 1.3倍 16,480 1.3倍

H22 10,653 5,073 11,512 722 9,473 1,302 9,892 4,505 5,275 2,313 7,467 4,607 5,723 3,198

R2 15,726 1.5倍 12,234 1.1倍 10,775 1.1倍 14,397 1.5倍 7,588 1.4倍 12,074 1.6倍 8,921 1.6倍

城南 早良 西

65歳以上
夫婦世帯

単身世帯

東 博多 中央 南

‐１‐



④東区の校区別高齢者の割合（令和5年9月末現在）

出典：住民基本台帳（日本人）男女別・年齢別人口及び世帯数
（令和５年9月末日現在）

‐２‐



①　東区（区・地域包括支援センター）の相談件数

②　相談方法　
【R3年度】 【R4年度】

③　相談者内訳
【R3年度】 【R4年度】

R３年度 5,956 39,753

R4年度 6,582 45,779

R２年度 5,386 32,651

（2）相談状況

総合相談

実相談人数 延相談人数

地域の高齢者が、住み慣れた地域で安心してその人らしい生活を継続していくことができるよう
に、どのような支援が必要かを幅広く把握し、相談を受け、介護保険サービスにとどまらず、適切な
サービス・機関または制度の利用につなげていく等の支援を行う。また、東区地域保健福祉課は、
地域包括支援センター（いきいきセンターふくおか）における処遇困難事例等を支援することによ
り、支援体制の充実を図っている。

来所
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その他
0.0%
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来所
8%
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その他
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本人
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同居の家
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10%

居宅介護

支援事業

者
10%

民生委

員・児童

委員
4%

その他

12%

約15％増

電話相談が７割

本人・別居の家族・同居の家族からで
50％、続いて医療機関・居宅介護支援
事業者、包括支援センター、区役所・
市役所、民生委員・児童委員

約21％増
R2～R4
約40％増



①　介護予防事業・健康づくり事業

実施回数 参加者数

生き活き講座

高齢者が要介護・要支援状態になることを予防し、健康
で生き活きとした生活を営むことができるように健康づ
くりや介護予防をテーマとした講座を、保健福祉セン
ターや地域の公民館等で実施する。

240 3,719

認知症予防教室
参加者が認知症について正しい知識を身につけ、認知症
の発症リスクの少ない日常生活を継続して送ることがで
きるようにする。

20 162

介護予防教室
（委託事業）

生活機能が低下している高齢者を対象に、地域包括支援
センターが教室参加を勧奨し、継続して介護予防に取組
むことができるようにする。

40 342

よかトレ実践
ステーション

高齢者の主体的な健康づくり・介護予防の取り組みの推
進のため、多くの市民が参加できる場「よかトレ実践ス
テーション」の登録を推進する。

127か所

東区ロコモ啓発
実証事業

区内小学校協力のもと、成人女性を対象に、ナッジ理論
を活用したロコモの普及啓発を実施。運動を始めてみた
くなるようなきっかけづくりを行い、継続した運動習慣
の獲得を目指す。

②　認知症地域支援・ケア向上事業，認知症普及啓発事業

実施回数 参加者数

認知症サポーター
養成講座

認知症の人の意思を尊重し、できる限り住み慣れた地域
のよい環境で、自分らしく暮らし続けることができるま
ちづくりをすすめるため、認知症を正しく理解し、認知
症の人と家族を温かく見守る“認知症サポーター”を養
成する。

23 483

認知症サポーター
養成講座
ステップアップ講
座

認知症の人や家族が安心して暮らせる地域づくりを推進
するため、上記講座に加え、認知症声かけ訓練やユマニ
チュード®等のより実践的な内容を盛り込み、地域で活
躍できるサポーターを養成する。

16 416

認知症ライフ
サポートワーカー
会議

区が実施する認知症関連事業について、医療や介護の専
門職である認知症ライフサポートワーカーの方々にご意
見やご協力をいただくための会議。

4 34

（3） 介護予防・認知症関連事業

事業名 事業内容
令和4年度実績

事業名 事業内容
令和4年度実績

・啓発リーフレットの
配布：約2万内

・イベント開催：来場
者数2,740人
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本人 家族
医療
機関
薬局

訪問
看護

ケア
マネ

訪問
介護

通所
介護

施設 地域
民生
委員

区 社協

障がい
者基幹
相談支
援セン

その他

1 認知症による問題行動 認知症疑い未受診。運転をしている 70 男 単身 有 〇

2 認知症による問題行動 親族とのトラブル 80 女 単身 有 〇 〇

3 障がいのある家族
障がいのある家族を本人が支援。理解が
難しい

70 女 子と一緒 無 〇 〇

4 虐待 夫からの暴力。支援に関わる子と検討 80 女 夫婦のみ 有 〇 〇 〇

5 虐待 夫からの暴力。本人は知的障がい疑い 60 女 子と一緒 有 〇 〇 〇

6 虐待
夫が本人病状受け入れができず、不適切
な介護

70 女 子と一緒 なし ○ 〇 〇

7 支援拒否 不衛生な環境、支援拒否 90 女 単身 有 〇 〇

8 虐待 妻が介護を抱え込んでいる 80 男 夫婦のみ なし 〇 〇 〇 〇

9 介入拒否
夫婦ともに医療・介護サービス導入が必
要

70 男 夫婦のみ 有 〇 〇 〇 〇

10 カスハラ カスハラにより、支援者が疲弊 70 女 単身 なし 〇 〇 〇
福祉用
具

11 家族が介入拒否 夫が介護を抱え込んでいる 80 男 夫婦のみ なし 〇 〇 〇 〇
福祉用
具

12 家族が介入拒否 夫が支援を拒否 80 女 夫婦のみ 有 〇 〇 〇 〇

13 虐待
夫が本人病状受け入れができず、不適切
な介護

70 女 子と一緒 なし 〇 〇

14 虐待 障がいのある子からの虐待 70 女 子と一緒 有 〇 〇

15 虐待 アルコール問題のある子による放棄放任 90 女 子と一緒 有 〇 〇 〇 〇 〇

16 近隣トラブル 近隣への頻回な訪問 80 女 単身 有 〇 〇 知人

17 虐待
障がいのある子からの不適切介護・支援
者へのカスハラ

70 女 単身 有 〇 〇

18 近隣トラブル 妄想あり。近隣への迷惑行為 90 女 子と一緒 有 〇 〇 〇 〇

19 支援拒否 介護に疲弊している家族 70 女 夫婦のみ 有 〇 〇 〇 〇

20 支援拒否 生命維持行動がとれない 90 女 単身 有 〇 〇 〇

21 虐待 妻が介護を抱え込んでいる 80 男 夫婦のみ なし 〇 〇 〇 〇 福祉用具

22 虐待 ネグレクト 70 女 夫婦のみ 有 〇 〇

23 虐待 ネグレクト 70 男 夫婦のみ なし 〇 〇

24 虐待
障がいのある子からの不適切介護・支援
者へのカスハラ

70 女 単身 有 〇 〇 〇 〇 〇

25 支援拒否
未受診、近隣住人の支援でかろうじて生
活できている

70 男 単身 有 〇 〇 〇 隣人

26 精神症状 施設職員への攻撃的言動 80 男 施設 なし 〇 〇 〇 〇

27 虐待 障がいのある子からの虐待 70 女 子と一緒 有 〇 〇

28 精神症状 精神科受診の検討 70 女 夫婦のみ 有 〇 〇 〇 〇

29 支援拒否 夫入院期間の対応について 80 女 夫婦のみ 有 〇 〇 〇

30 近隣トラブル 多頭飼育問題 90 女 夫婦のみ なし 〇 〇 〇 〇
猫ボラ/動
管センター

31 虐待 金銭管理 80 女 夫婦のみ 有 〇 後見人

32 支援拒否 望ましいとされる医療拒否・安否確認 80 女 単身 なし 〇 〇 〇

33 精神症状 精神科治療について 70 女 夫婦のみ 有 〇 〇 〇

34 虐待 夫に認知症の認識なく介護負担大 80 女 夫婦のみ 有 〇 〇 〇 〇 〇 〇

35 虐待 ネグレクト 70 男 子と一緒 なし 〇 〇 〇 福祉用具

36 障がいのある家族 未受診，鬱傾向 80 男 その他 なし 〇 〇 〇

37 虐待
夫が病状の受け入れができず、不適切な
介護

70 女 夫婦のみ なし 〇 〇

38 精神症状 精神科入院加療のタイミング 70 女 夫婦のみ 有 〇 〇 〇 〇

39 支援拒否 金銭管理ができない 80 男 単身 有 〇 〇 〇

40 虐待
障がいのある子からの不適切介護・支援
者へのカスハラ

70 女 単身 有 ○ 〇

41 障がいのある家族
障がいのある子の意向に振り回されてい
る

80 女 子と一緒 有 〇 〇 〇

42 虐待 夫からの暴力。夫によるサービス拒否 70 女 夫婦のみ 有 〇 〇 〇 〇 〇 〇

43 支援拒否
認知能力の低下に伴った支援導入が難
しい

70 男 夫婦のみ 有 〇 〇 〇 〇 〇 〇

44 近隣トラブル 銀行や近隣への迷惑行為 70 男 単身 有 〇 〇 〇 〇 〇

45 支援拒否 地域と小多機の連携支援 70 男 単身 有 〇 〇

２)地域ケア会議　（１）令和５年度　個別支援会議
　　　　令和５年４月１日～１０月３１日実施分　８３件　※介護予防型個別支援会議　１６件含まず

№ 課題種別 課題 歳代 男女 居住状況
認知症の
有無

参加団体・職種

令和４年度個別支援会議 １３３件

介護予防型個別新会議３３件を含まず

-5-



本人 家族
医療
機関
薬局

訪問
看護

ケア
マネ

訪問
介護

通所
介護

施設 地域
民生
委員

区 社協

障がい
者基幹
相談支
援セン

その他

２)地域ケア会議　（１）令和５年度　個別支援会議
　　　　令和５年４月１日～１０月３１日実施分　８３件　※介護予防型個別支援会議　１６件含まず

№ 課題種別 課題 歳代 男女 居住状況
認知症の
有無

参加団体・職種

令和４年度個別支援会議 １３３件

介護予防型個別新会議３３件を含まず

46 支援拒否
支援者間で在宅、施設入所について支
援方針の相違

90 女 単身 有 〇 〇 〇

47 虐待
障がいのある子からの不適切介護・支援
者へのカスハラ

70 女 単身 有 〇 〇 〇

48 虐待 子による暴言 80 女 子と一緒 有 〇 〇 〇

49 虐待 ネグレクト 70 女 単身 有 〇 〇 〇

50 金銭管理 認知能力の低下に伴い、困窮 80 女 その他 疑 〇 〇 〇

51 障がい 消費者被害 90 男 単身 なし 〇 〇 〇 〇

52 虐待 障害のある子からの暴力・暴言 70 女 子と一緒 なし 〇 〇 〇 〇 〇 〇
計画相談
員福祉用
具

53 障がい 障がい福祉との連携 70 女 単身 なし 〇 〇 〇

54 家族が介入拒否 子による支援介入拒否 80 女 子と一緒 有 〇 〇

55 虐待 障がいのある子からの虐待 70 女 子と一緒 有 〇 〇

56 精神症状 後見人決定後支援者間の共有 70 女 単身 有 〇 〇
後見人・障
害計画作
成者

57 近隣トラブル 不安時に近隣への頻回な訪問 70 女 単身 有 〇 〇

58 障がいのある家族 障がいのある子から大声、暴言 80 女 子と一緒 なし 〇 〇 〇

59 近隣トラブル 近隣への頻回な訪問 80 女 夫婦のみ 有 〇 〇 ○ 〇

60 虐待
障がいのある子からの不適切介護・支援
者へのカスハラ

70 女 単身 有 〇

61 虐待 障がいのある子からの不適切な介護 80 男 子と一緒 有 〇 〇 〇

62 虐待 障がいのある子からの不適切な介護 70 女 子と一緒 なし 〇 〇 〇

63 家庭内暴力 家族の考えによるリスクの高い介護方法 70 女 子と一緒 有 〇 〇 〇

64 支援拒否 本人の介入拒否を家族が尊重 70 女 子と一緒 なし 〇 〇

65 支援拒否 物取られ妄想 90 男 単身 有 〇 〇 〇 〇

66 支援拒否 被害妄想 80 女 夫婦のみ 有 〇 〇 〇 〇 警察

67 支援拒否 金銭課管ができない 80 女 夫婦のみ 有 〇 〇 〇 〇 警察

68 精神症状 精神症状が強くなり、夫からの暴力 60 女 夫婦のみ なし ○ ○ ○

69 精神症状 精神科通院中。妻の介護負担が大きい 60 男 夫婦のみ なし ○ ○ ○

70 認知症による問題行動 妄想あり。家族の負担感が大きい 80 女 子と一緒 有 ○ ○ ○
計画相談
支援員

71 虐待
障がいのある子からの不適切介護・支援
者へのカスハラ

70 女 単身 有 〇 〇

72 認知症による問題行動 金銭管理 70 男 単身 有 〇 〇

73 認知症による問題行動 成年後見制度 80 女 単身 有 ○ ○ ○ 司法書士

74 精神症状
感情が不安定。生活に支障があるが支援
受け入れが難しい

70 女 単身 なし ○ ○ ○ 福祉用具

75 虐待 子による金銭搾取 80 女 子と一緒 有 〇 〇 〇

76 障がいのある家族 子への支援介入に際して 80 女 子と一緒 なし 〇 〇 〇

77 虐待 子による金銭搾取 80 女 子と一緒 有 〇 〇
計画相談
員

78 虐待 障がいのある子からの不適切な介護 80 男 子と一緒 有 ○ ○ ○ ○

79 虐待 障がいのある子からの不適切な介護 70 女 子と一緒 なし ○ ○ ○ ○

80 支援拒否 金銭管理ができない 80 男 単身 有 〇 銀行

81 家族が介入拒否 家族が支援者に不信感 80 女 単身 有 ○ ○

82 虐待 子による暴言 80 女 子と一緒 なし ○ ○ 福祉用具

83 認知症による問題行動 施設入所後、帰宅願望が強い 80 女 単身 有 ○ ○ ○

小多機

小多機

認知症によ
る問題行動

7%

家族が介入拒否
4%

近隣トラブル
7%

虐待
40%

支援拒否
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障がいのあ
る家族
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10%

その他
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その他
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20
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40
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2)-（２）これまでの高齢者地域支援会議等に伴う取組み

校区 主な取組み

勝　馬
○志賀島・勝馬校区合同定例会で見守りマップ作成
○福祉座談会

志賀島
○志賀島・勝馬校区合同定例会で見守りマップ作成
○福祉座談会       ○志賀島「おたすけ隊」発足

西戸崎
○「おひさま隊」　・見守りチーム（自治会毎）   　・お助けチーム(生活支援ボランティア）
○おひさま隊研修年2回開催
○見守りマップ作成　　○ユマニチュード地域講座

奈　多
○奈多団地お助け隊・奈多げんき隊(生活支援ボランティア）
○認知症サポーター養成講座　 ○認知症声かけ訓練実施（みなわネット協力）
○買い物支援バス（協力：東福岡和仁会病院）

三　苫

○福祉のまちづくりプラン（三苫校区目配り・気配り・安心プラン　～みんなが安心して暮らせる町　三苫～）
○三苫営繕おたすけ隊(生活支援ボランティア）　○住民安心メール導入、登録会の開催
○地域カフェ「いちごカフェ」開催　　他集会所でも開催
○ボランティア養成講座を開催し、受講生を地域活動へつなぐ
○見守りマップ作成　○認知症サポーター養成講座　○認知症声かけ訓練実施（みなわネット協力）

和　白

○福祉のまちづくりプラン（和白校区いきいきプラン～笑顔でいきいきと暮らせるまち　和白～）
○買い物支援バス(協力：メモリード)　　　○認知症サポーター養成講座
○和白お助け隊(生活支援ボランティア）
○５会場で地域カフェ開催（公民館、集会所）　　　　　　○見守りマップ作成

美和台

○「美和台校区地域包括ケア推進会議」（生活支援部会、介護部会、在宅医療部会）
○自治協主催の地域カフェ「みわだいくらす」（子どもから高齢者までの居場所づくり）
○美和台お野菜プロジェクト(環境省モデル事業：高齢者宅に段ボールコンポストを設置して安否確認)
○移動販売…筑前はかたや（毎週１回）  ○お互い様コミュニティ会議　(地域と立花高校との会議)
○「みわだいチャンネル」開設　　○みわだいボランティアの会(生活支援ボランティア）  ○見守りマップ作成
○認知症声かけ訓練実施（あいなか和みネット協力、R3福工大で実施）

和白東

○集会所でカフェやふれあい会開催
○ふれあいサロン（あいなか和みネット協力）　　　○高美台お助け隊(生活支援ボランティア）
○見守りマップ作成　　　○認知症サポーター養成講座
○認知症声かけ訓練実施（あいなか和みネット協力、H29(東区初)、R5福工大で実施）

香住丘

○福祉のまちづくりプラン（やりまっしょプラン　世代を超えた交流のまち～ともに安全安心なまちづくり～）
○校区社協主催の地域カフェ「カフェかすみ」開催（香椎・香住丘さくらネットが相談コーナー実施）
○買物支援（市移動支援モデル事業）実施　事業所より運転手派遣     　○移動販売…あいがての樹
○香住丘ボランティアセンター(生活支援ボランティア）
○見守りマップ作成　○認知症声かけ訓練実施（香椎・香住丘さくらネット協力）

香　椎

○よろい坂ハイツ行動隊(生活支援ボランティア）
○香椎若葉団地と福岡女子大が連携してラジオ体操実施
○見守りマップ作成　　　　　○ふれあいサロン（香椎・香住丘さくらネット出前講座実施）
○地域カフェ(個人宅)　　　○認知症声かけ訓練実施（香椎・香住丘さくらネット協力、R4九産大で実施）

香　陵
○自治協主催の地域カフェ開催　　　○ふれあいサロン（なみきつながりネット出前講座）　　○見守りマップ作成
○避難行動要支援者名簿の活用について三者連絡会議
○家族介護講座　 ○ボランティア養成講座を開催し、受講生を地域活動へつなぐ

千　早
○福祉のまちづくりﾌﾟﾗﾝ(なかのよか街千早ﾌﾟﾗﾝ～ちからを合わせて はつらつと やろうよ！みんなでまちづくり）
○地域カフェ「ほっこり千早カフェ」開催（公民館、集会所）　　　○ふれあいサロン（なみきつながりネット出前講座実施）
○校区情報集約マップ作成（R5N新規）

千早西
○ふれあいサロン（なみきつながりネット出前講座）
○ふれあいネットワークでの見守り活動
○地域カフェ開催（カフェいろどり）

舞松原
○福祉のまちづくりプラン（舞 ｍｙみまもるったいプラン～世代を超えたふれあいの町　舞松原～）
○見守りマップ作成　　　○認知症声かけ訓練実施(ひがし綾の会協力)　　○裁縫ボランティア「マーガレット」
○ユマニチュード地域講座

若　宮
○買物支援バス運行（区社協・彩苑・福岡シティ物流の共同事業）
○ふれあいネットワークでの見守り活動　　○認知症カフェ「かふぇ まいぺーす」開催（ひがし綾の会）
○高齢者食事会の案内時に安否確認

　各校区で地域課題を出し合い、課題解決のための取組みを実践していくために、高齢者地域支援会議（地域ケア
会議）等を開催し、生活支援・見守り活動・居場所づくり・介護予防等、各校区に応じた取組みを行っている。
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校区 主な取組み

青　葉

○Be-すけっと・あおば (生活支援ボランティア）  ○買物支援バス運行（区社協と彩苑・原土井病院の共同事業）
○臨時販売…久本青果、(株)ふくや(青葉台のみ)　○個別避難計画作成ワークショップで見守りマップ作成
○ネットワーク・サロン合同会議を年２回開催
　　「訪問カード」を作成し配布、「訪問記録帳」を作成し健康管理につなげる
○認知症サポーター養成講座  ○認知症声かけ訓練実施（ひがしかぜの会協力）

八　田

○地域カフェ「八田のひだまり」開催…奇数月に健康カフェ（測定や相談コーナー、医療機関・事業所等専門職が支援）
○買物支援バス運行（区社協と特養光薫寺ビハーラの共同事業）
○認知症声かけ訓練実施（たたら地域ふくしネット協力）
○見守りマップ作成

多々良
○認知症カフェ「しろうおカフェおれんじ」開催（ひがしかぜの会）
○買物支援バス運行（区社協と彩苑の共同事業）　　　　 ○見守りマップ作成

名　島
○公園を利用してラジオ体操を開催　○家族介護者支援事業
○健康カフェ開催（名島ささえあいネットが協力）
○認知症サポーター養成講座　　○認知症声かけ訓練実施（名島ささえあいネット協力）

東箱崎

○町内会で、電球の取り換えなどお助け隊の活動
○町内会で、毎週青空市開催で買物支援
○ふれあいサロン（はこうまネット協力予定）
○町内会ごとに避難行動要支援者名簿活用　　　　　○見守りマップ作成
○認知症声かけ訓練実施（はこうまネット協力）

箱　崎

○福祉のまちづくりプラン（箱崎校区よかろうがプラン～声かけあえるあたたかい町　箱崎～）
○地域カフェ「はこざきカフェ」開催　　　　　　　　　○ラジオ体操の会
○見守り体制マニュアルの作成　　　○見守りマップ作成
○認知症声かけ訓練実施（はこうまネット協力）

馬　出
○校区社協主催の地域カフェ「ミニ喫茶まいだし」開催
○６丁目１区サポート隊(生活支援ボランティア）

香椎下原

○地域カフェ「アイビーカフェ」開催　（町内でのさりげない見守り、地域カフェ）
○高齢者支援に関するアンケート実施
○健康事業「しもばる健康づくりポイント手帳」
○体力測定会開催　（下原ともづくりの輪が支援）　○個別避難計画作成ワークショップで見守りマップ作成
○認知症サポーター養成講座　　○認知症声かけ訓練実施（下原ともづくりの輪協力）

香椎東

○自治協で未来の町づくり委員会開催
○健康フェスタ開催（香椎東スマイルネットワークが支援）
○香椎東おたすけ隊(生活支援ボランティア）→買い物支援自動車運行等実施
○認知症声かけ訓練実施（香椎東スマイルネットワーク協力）
○見守りマップ作成　　○地域カフェ「香椎東ふれあいカフェ」開催（毎月最終土曜日）　　○移動販売…あいがての樹

香椎浜

○地域カフェ「浜’ｓカフェ」開催（浜はまアイランドネットが相談コーナー実施）
○はまっこおたすけ隊（生活支援ボランティア）
○認知症声かけ訓練実施（浜はまアイランドネット協力）
○見守りマップ作成

城　浜

○市社協CSWモデル事業で「つながりマップ委員会」を結成
○「つながりマップ会議」を定期的に開催　（不在にしますカード、見守りカルテ、見守りマニュアルの作成・活用）
○七桜会・12良和（生活支援ボランティア）
○つながりマップ拡大会議年1回開催　（民間企業・介護事業所等と協力体制）
○移動販売…筑前はかたや（毎週２回）　　　　○見守りマップ作成

照　葉
○地域カフェ「アイランドカフェ」開催（公民館）
○福祉座談会（認知症高齢者の地域での見守りと支え）
○認知症声かけ訓練実施（浜はまアイランドネット協力）

照葉北
○R2.10月公民館開設、校区自治協議会と共に「まちづくり」活動
○認知症声かけ訓練実施（浜はまアイランドネット協力）

筥　松

○健康づくり自主グループ活動による居場所づくりや安否確認
○地域カフェ「はこまつ」開催(松の実ネットつながるっ隊協力)
○認知症声かけ訓練実施（松の実ネットつながるっ隊協力）
○見守りマップづくり

松　島

○避難行動要支援者ワークショップで見守りマップ作成
○サンデーラジオ体操を4ブロックで実施
○避難訓練実施
○認知症声かけ訓練実施（松の実ネットつながるっ隊協力）
○認知症学習会「徘徊ママリン87歳の夏」映画上映（松の実ネットつながるっ隊協力）
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2)-（３）　令和4年度　圏域連携会議及び高齢者地域支援会議

①圏域連携会議
月日 校区 包括 テーマ・内容 検討結果、共有された情報・課題　等 参加数

R4.7.25
西戸崎・
志賀島・
勝馬

1
おひさま介護ネットワー
ク意見交換会

事業所ネットワークの活動がコロナ禍で停滞、地域が見守りをしている中
で、認知症や妄想の高齢者が多くなっている。個人情報の関係で情報収集
が課題。地域と事業所が連携しながら支援できる体制づくりを検討。

12

R4.10.4
西戸崎・
志賀島・
勝馬

1
SOSを発見できる町～
高齢者支援の気づきと
見守り～

親族や民生委員など地域での見守りが盛んな圏域。介護サービス事業所
が少なく、バスの本数も少ないため、利用できる介護サービス事業所が限
られることが課題。地域の事業所の参加を得て、地域課題の共有と今後の
ネットワーク構築へとつなげた。

42

R4.12.8
照葉・照
葉北

10
高齢者を地域で見守り
支えたい

高齢化率は低いが、今後の高齢者の増加に向けて地域での見守りについ
て早めの取組みが課題。現状の報告と今後していきたいこと、地域に必要
な社会資源について様々な意見あり、今後の地域活動につなげていく。

21

R5.3.13
美和台・
和白東

2
地域における高齢者の
見守りとこれからにつ
いて

独居高齢者や安否確認が必要な方が増加傾向にあることが課題。民生委
員から相談を受けた際の地域包括支援センターのその後の動きをフロー図
にして確認し、関係者間で共有。

53

②高齢者地域支援会議（いきいきセンターふくおか主催分）
月日 校区 包括 テーマ・内容 検討結果、共有された情報・課題　等 参加数

R4.5.27 千早西 4 校区の課題共有、連携
都市化、人口増加、横のつながりが希薄、子どもや高齢者の集う場所が必
要。年代をつなげる行事を企画し、地域の活性化を図る。

10

R4.6.22 香椎下原 9
ふれあいネットワーク
町内会ごとの見守り

事業所ネットワーク「ともづくりの輪」の活動説明。災害時の緊急連絡網、
見守りの必要性について。今後も平常時の見守りに加え災害時も考慮し、
継続した取組みが必要。

71

R4.7.4 青葉 6
ふれあいネットワーク
見守りﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを増や
すには

自治会との情報共有を継続するとともに、自治会・老人クラブ等の関係団
体との連携強化を図っていく。

29

R4.8.19 松島 11
松島校区のお宝発見!!
～見守りの輪を広げる
ために～

これまで未把握だった地域情報の把握につながり、具体的には圏域内の
スーパーへの包括周知、今後の連携依頼を計画。安心して徘徊できる地域
づくりのため危険個所の把握、環境整備の必要性も再認識。認知症声かけ
訓練の開催検討につながり、実施に向け具体的な計画に至っている。

22

R4.9.14 香椎下原 9 高齢者支援機関の連携
認知症について身近な事として知ってもらうことが必要。また、介護保険、
障害福祉等の制度の隔たり無く支援できるよう、各支援機関の理解やネッ
トワークの構築促進が必要であることを再認識した。

17

R4.9.27 香住丘 3
withコロナ時代の高齢
者支援について

コロナ禍の影響も考え、認知症の方の早期把握、必要な支援につなぐこ
と、災害時の見守りについて検討。身寄りの無い独居高齢者が増えている
ため、個別支援会議を活用して見守り体制づくりをする必要がある。

39

R4.10.6 城浜 10

「こんな方身近にいま
せんか」
～地域での見守り力を
高めよう～

見守り力の高い地域であるが、見守る側の高齢化も進んでいる。また、本
人との関係性により支援や見守りに差が出る、難しいとの声もあげられた。
民生委員や地域役員の負担軽減と早期支援に繋げるため、包括や他機関
との連携を引き続き行っていきたい。

26

R4.10.27 香椎 3

これからの連携
～民生委員とケアマネ
が連携しやすくするた
めに～

地域と居宅CMとの連携を深めていくためにつなぎ役となる包括の役割が
重要となることが再認識された。地域における包括の認知度を高める必要
性と、連携強化のため、今回のような意見交換会や勉強会の積極的な開
催が求められた。

39

R4.12.23 馬出 8
認知症のある方への支
援を考える

認知症の相談が多く濃く、事例をもとにグループワークし、医療や介護の専
門家の意見も聞く中で認知症のあるかたの支援を検討。民生委員と医療、
福祉、介護の関係者間の連携を深めた。地域での支援体制を強化していく
ために、今後も協議を重ねていく。

31

R5.3.16 名島 7
高齢者の見守り～高齢
者の思いと役割につい
て～

コロナ禍での閉じこもりによる気力低下や認知機能の低下の相談増。日々
の挨拶やちょっとした声かけも見守りの一環である。必要な相談窓口につ
なげるために窓口を把握し、誘い合って地域事業時に参加していく。

33

R5.3.18 八田 6
認知症になっても安心
して暮らせるまちを目指
して

認知症声かけ訓練の振り返り、「この地域で私たちにできること」を具体的
に列挙し、「親子で学ぶ認知症」について取り組むことに決定。

36

計4圏域，4回開催

計10校区　計11回開催
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講演やグループワーク、事例の報告・検討を通し、地域が抱えやすい課題、困りごとなどを共有し、解決を目指し
た検討を行っている。活動に活かせるよう、インフォーマルな社会資源の情報共有を行うこともある。



①圏域連携会議
月日 校区 包括 テーマ・内容 検討結果、共有された情報・課題　等 参加数

R5.8.18
香椎浜
照葉
照葉北

10
こんな方身近にいま
せんか

「気になる高齢者世帯」事例をもとに気づきの視点をワークし共有。
地域の人々が見守り役として、気になる高齢者を専門機関へつなぐ
ことの重要性を共有した。

39

R5.8.23
松島
筥松

11

私たちが筥松，松島
を見守るっ隊～気づ
きの眼（芽）を育てよ
う

民生委員と地域の事業所からケアマネージャーが参加。事例をもと
に地域の課題について検討。サロンやカフェ活動の重要性が認識さ
れる一方、マンパワーの不足が課題。

34

②高齢者地域支援会議（いきいきセンターふくおか主催分）
月日 校区 包括 テーマ・内容 検討結果、共有された情報・課題　等 参加数

R5.9.6 香椎東 9

認知症高齢者の見守
りで取り組んでいる
こと、これからについ
て

認知症の相談が多い校区。校区役員と校区内介護事業所と店舗か
らの参加あり。校区の見守りの現状を共有。昔からの繋がりを大切
にしたい、地位の活動を増やしたい、今後も地域の支援者と専門機
関で顔の見える関係づくりを行い、認知症になっても住みやすいま
ちを作りたいと意見あり。

27

R5.9.28 香椎 3
事例紹介
地域の見守りについ
て

民生委員と地域の事業所からケアマネージャー、URの職員が参加
しグループワークを実施。事例をもとに意見交換。町内会の未加入
や個人情報保護の問題から関わりがとれにくい人が増えていること
が課題。

30

R5.10.24 香住丘 3
ふれあいネットワーク
見守りﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを増
やすには

民生委員と地域の事業所からケアマネージャー、地域の医療機関が
参加。医師より在宅医療についての講話と、参加の事業所から小規
模多機能型居宅介護についての説明あり。事例をもとに意見交換。
地域独自の地域ケア会議の実施や防災訓練について情報共有。

29

以降実施計画中。

～メモ～

計2圏域，2回開催

計３校区　計３回開催

2)-（３）　令和5年度　圏域連携会議及び高齢者地域支援会議　（令和５年10月まで実施分）
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講演やグループワーク、事例の報告・検討を通し、地域が抱えやすい課題、困りごとなどを共有し、解決を目指した
検討を行っている。活動に活かせるよう、インフォーマルな社会資源の情報共有を行うこともある。



部会 日時 メンバー 議題等 内容・主な意見

在宅医療・
介護部会

【参加】
17人

令和5年
10月25
日　（水）
19：00～
19：50

医師会・病院代表・
認知症サポート医・
福岡東在宅ケア
ネットワーク・歯科
医師会・薬剤師会・
看護協会・訪問看
護ステーション・医
療ソーシャルワー
カー・介護支援専
門員・小規模多機
能・介護福祉士会・
弁護士会・司法書
士会・区

①R4年度福岡市高齢者実態
調査報告書から抜粋報告
②各職能団体のACP普及に
関する取り組み
～１年間のまとめ～共有
③意見交換
・ACP普及啓発の取り組みに
ついて検討

・制度改定で、介護サービスが整うまで入院を少し延期
するなどの対応ができなくなる。入院してすぐに退院後
に向けて連携を取っていく必要があり，急務。
・高齢者，家族が今後について考えていく取り組みはま
だ浸透していないが、ACPに関する研修に、現実を踏ま
えて考えるためにコスト面の情報も必要。
・本人の想いを聞き取った支援者が、他の支援者と共
有する術・ツールがないだろうか。想いを共有して現実
面と合わせ支援者と検討していきたい。
・支援者は，早いうちから取り組みが必要だが、状態の
変化に伴い変わっていくものとの認識が必要。高齢者・
家族から相談される支援者になるよう取り組む。

◎ACPについてコスト面も含め，現実的な検討ができ
るよう啓発する機会が必要
◎支援者間で，本人の想いを共有する連携強化
→東区地域包括ケア推進会議への報告、提案

権利擁護
部会

【参加】
13人

令和5年
10月16日
（月）
14：00～
15：00

認知症サポート医・
医療ソーシャルワー
カー・介護支援専
門員・老人福祉施
設協議会・民生委
員児童委員・弁護
士会・司法書士会・
認知症の人と家族
の会・東警察署・区

議題１　高齢者の権利擁護・虐
待に関する相談等業務の状況
報告
（１） 高齢者に対する虐待の防
止，早期発見等の権利擁護業
務
（２） 認知症高齢者見守りネッ
トワーク事業の状況
【参考】日常生活自立支援事
業の状況

議題２．意見交換「高齢者の金
銭管理について」
（１） 各団体の取組み状況
（２） いきいきセンターの取り組
み

○高齢者の金銭管理について以下のような意見交換
がなされた。

・本人に浪費がある、親族間に不仲やトラブルがある、
などのため、金銭管理を支援することが難しいケースが
多い。
・本人の判断能力が落ちる前に制度の利用を予め決め
ておくことは難しく、判断能力が落ちた後では制度利用
の判断ができなくなっている。
・本人の収入・資産に他の家族が依存している場合、後
見申立に同居の家族が反対するケースがある。
・後見申立等にかかる申立費用の負担がネックになる
ことがある。

⇒後見制度や日常生活自立支援事業などの制度の活
用を促進するため、各団体等において研修や啓発を行
い、本人や親族等の理解を深める取組みを続けている。
また、成年後見推進センターや法テラス、リーガルサ
ポートなどの相談窓口を案内している。

生活支援・
介護予防部
会

【参加】
17人

令和５年
10月27
日　（金）
15：30～
16：30

自治組織会・ねんり
んクラブ・民生委員
児童委員・衛生連
合会・社会福祉協
議会・介護支援専
門員・食生活改善
推進員・理学療法
士会・区

議題Ⅰ　地域主体の取組み
１　校区の取組み概要
２　介護予防・生活支援等社会
資源一覧
３　東区事業所ネットワーク・ブ
ロック支援病院
議題Ⅱ　意見交換
「コロナ５類移行後の地域活動
について」

◎現時点での課題について
コロナで中止していた地域活動については、対面で再
開できるようにはなったが、次のような課題があることを
認識した。
・地域行事に参加される方がいつも同じメンバーである
・今後の担い手となる若い世代との接点がない
・独居高齢者の外出機会が減少した
・コロナで家にひきこもらざるを得なかった結果、多くの
方の身体や心の状態が悪くなっている

◎課題解決及び生活支援・介護予防のために今後取
り組んでいくこと
1．外へ出るきっかけづくりとするために、「誰もが気軽に
参加して楽しめる地域行事」を企画する。
2．向こう三軒両隣で「助けて」と言える関係性づくりを
行う。
→東区地域包括ケア推進会議へ報告

2)-（４）　令和５年度　専門部会
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